
 廃棄物削減行動全般

心理学的理論 モデル解析

心理学に基づく仮
説モデル(1) の作成

アンケート設計

40,000人規模の
アンケート調査（全国）

≪研究の流れ≫

共分散構造解析によるモデル解析

市民協働プログラムの設計

100人規模のプログラム実践

調査項目：

・参加者の心理構造変化
・環境改善度の定量的把握

（CO2算定シートの利用）
・逐次教育の効果
・参加者間のネットワーク構成

構築モデルの実効性の検証

第
一
段
階

≪研究計画≫

対象行動の選定

（ﾏｲﾊﾞｯｸﾞ、ﾏｲｶｯﾌﾟ、ﾏｲ箸、詰め替え
商品、使い捨て食器の不使用）

廃棄物発生抑制

に伴う環境負荷
低減効果のLCA
による定量化

第
二
段
階

対象住民Workshop 

市民協働プログラムの設計

・行動マニュアル
・インタラクティブWeb情報頁
・LCA情報シート
・廃棄物発生抑制コンポネントの選定

シンポジウムの開催

廃棄物管理と人の行動心理

廃棄物発生抑制行動（Waste Prevention Behavior) 促進に向けた、施策提案

理工学と文系の連携

実社会とAcademiaの連携
環境心理学

教育プログラムの実践

環境経済 環境工学
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モデルの再構築

心理学に基づく仮
説モデル(2) の作成

環境配慮型行動の選定

アンケート設計

プレテスト

1,000人規模のアン
ケート実施＠東京、
名古屋、大阪

8,000人規模のアン
ケート実施＠東京、
名古屋、大阪

廃棄物削減行動の制限因子の特定

統計解析による

環境配慮行動の類型化

各代替案における
CO2負荷及びごみ
発生量

心理学に基づく

仮説モデル(X) の作成
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40,000人規模の
アンケート調査（全国）

アンケート設計

プレテスト

共分散構造解析

によるモデル解析

他行動との比較に基づく、

廃棄物削減行動の特徴把握および
制限因子の特定
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21年度
(実績)

22年度

23年度

feedback

K: 栗栖 Hr: 広瀬 Hn: 花木 A: 荒巻 N:中谷 C:中部リサイクル運動市民の会担当

大規模アンケートに基づく 

廃棄物削減行動の特徴把握 

有効な 

市民協働プログラムの構築 

心理モデル化 

LCA による 

環境負荷算定 


